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3 年前から本格的な BIM（ビルディング・インフォメーション・モデリング）活用を
行ってきた西松建設は、2018 年 4 月に BIM 推進室を立ち上げた。その
狙いは、BIM 化自体を目的化せず、BIM で生産性向上を実現すること
だ。そこで今後 3 年間をめどに、BIM が有効な建物の規模や複雑さなど
を見極め、会社の業績向上につなぐ取り組みを始めた。

「VR でお客様の声が引き出せた」
西松建設は中部地方に建設した物流倉庫の工事
で、エントランスなどの内装材を選んだり、仕上
げを確認したりする際、施主や現場職員に建物
の BIM モデルデータをもとにして作った VR（バー
チャルリアリティー）を見てもらった。

「VR ゴーグルを着けたお客様が、周囲を指さして
『ここはこんな仕上げにしたい』『ここはこんな感
じに変えたい』と、具体的な要望をどんどん出して
くれたときは驚きました」と、西松建設建築事業本
部建築設計部 BIM 推進室長の木村暁彦氏は振り
返る。

同社では以前からいろいろな工事で BIM を活用し
ていたが、工事ごとの散発的な取り組みにすぎな
かった。そこで 3 年前から、社内の BIM 活用につ
いての情報を一元化するべく、会社として本格的
な活用を始めた。

その中で、効果的なプロジェクトの 1 つだったの
が、上記の物流倉庫の VR による施主や現場職員
との仕上げ確認だった。

施主にはスマートフォンで VR を見る簡易ビュー
ワーを渡してじっくり見てもらった。

「VR はこれから作る建物を、実寸大で立体視する
ことができます。そのため、縮小された BIM モデ
ルを、平面のモニターで見ているときとは違った

VR による仕上げ確認や安全管理に手応え

3 年で“業績につながる BIM”を 
見極める西松建設

BIMモデルをもとに作成した物流倉庫エントランス部のVRコンテンツ。 
素材選びや仕上げの確認に対する効果が高いBIM活用例の1つだ

左から西松建設 BIM 推進室の室長を務める 
木村暁彦氏と主任の山名由記氏

休憩室の BIM モデルから作成した VR コンテンツも、 
施主とのデザイン確認に役立った
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リアルな気づきがあります。お客様からの要望を

工事に反映した結果、期待通りの建物ができたと

喜んでいただくことができました」と木村氏は言う。

この工事ではエントランスのほかにも、休憩室の

床や壁、天井や家具などのデザインを、施主に確

認するときにも、BIM モデルから作った VR を活
用した。

VR による早期の合意形成は、モックアップの作成
費用を削減し、工事の手戻りをなくすという点で、

生産性を高めるうえで大きく貢献したのだ。

2018 年 4 月に BIM 推進室を立ち上げ
西松建設では以前、様々な BIM ソフトを使って
いたが、BIM 活用に向けて社内の BIM ソリュー
ションは、Autodesk Revit や  Autodesk 
Navisworks などに統一していく方針だ。現在
は、国土交通省の「i-Construction」に対応する
土木部門を含めて、BIM/CIM ソリューションを集
めた AEC コレクションを約 30 ライセンス導入し
ている。

「オートデスク製品を選んだ理由は、以前よりソフ

トが使いやすくなったことと、BIM 活用を拡大して
いく中で、様々な業務を行える AEC コレクション
を使うことが割安と感じられるようになったから

です。もちろん、オートデスクというブランドにも

信頼感がありました」と木村氏は語る。

そして西松建設は 2018 年 4 月に、8 人のメンバー
からなる BIM 推進室を立ち上げた。大手建設会
社に比べると、BIM 専門の部署が設けられるのは
やや遅めと思われるかもしれない。しかし、そこ

には“後発”ならではのミッションがあった。

「BIM 化すること自体が目的ではなく、BIM によっ
ていかに会社の業績を上げていくかが BIM 推進
室の課題です。そのため、今後 3 年間をかけて、
BIM が最も効果を発揮するプロジェクトの規模や
複雑さをじっくり見極めて、狙いを絞った BIM 活
用を進めていきます」（木村氏）。

工程計画、安全管理、干渉チェックも有望
西松建設がこれまで手がけてきた BIM 活用で効果
が大きかったものには、BIM モデルによる鉄骨の
建て方ステップシミュレーションもあった。

クレーンのファミリを作り、現場内でクレーンを配

置する位置やアウトリガーを張り出す範囲の確認、

クレーンのアームやブームと足場や鉄骨部材との

干渉を確かめた。また、吊り荷を地上から建物の

設置場所に移動する間、障害となる部分がないか

を「4D」による干渉チェックで確かめた。

このほか、アームの傾きによって変わる定格荷重

を自動計算できる機能を仕込んだり、Revit で作成
した鉄骨の BIM モデルで部材の重量を自動計算し
たりすることで、クレーンの転倒などの事故防止

も行えるようにした。

また、建物の BIM モデルをもとに作成した、その
物件独自の安全教育用 VR コンテンツも、現場で
の危険予知活動に大いに役立った。

近く行う作業を、VR ゴーグルによって体験するこ
とで、実際に現場で作業を行っているかのような

気づきがある。その結果、作業で気をつけるべき

注意事項が、施工管理者や作業員で共通認識で

き、無事故無災害に貢献した。

「Autodesk BIM 360 Docs」で 
クラウドの有効性を体感
このほか空調・衛生設備や防災設備、エレベー

ターなどの昇降機設備工事では、部材同士のぶつ

かりを、BIM モデルの干渉チェックによって事前
に解決しておくことも、有効性が認められた。

設備の専門工事会社は、オートデスク以外の設備

用 BIM ソフトを使っていることが多い。そこで、
各専門工事会社が作成した BIM モデルのデータ
を、BIM の共通フォーマットである「IFC 形式」に
よって Navisworks に読み込み、意匠、構造、
設備を統合した干渉チェックを行ったのだ。

「倉庫では、梁の下で設備同士が交差により、倉

庫内に貨物を積める有効高さが減ってしまいま

す。少しでも有効高さを確保するうえでも、干渉

チェック機能による設計の最適化は効果が高いと

認識しています」と、BIM 設計室長の木村氏は語る。

ある物流倉庫の工事では、設備の専門工事会社の

技術者が、西松建設が作成した BIM モデルを常
に見て、実務に役立てていた。

タブレット端末の iPad に BIM モデルを入れて現
場で活用することは、図面を見るために現場事務

所に戻る時間を節約するほか、ペーパーレス化に

も役立つ。さらに CAD 図面や施工管理用の帳票
類も持ち歩くことで、工事現場の生産性向上には、

大いに貢献する。

iPad での BIM モデル活用には、「Autodesk 
BIM 360 Docs」というクラウドシステムを活用
し、西松建設は BIM モデルを iPad に入力するだ
けでなく、最新情報を現場関係者がリアルタイム

に共有できるという点でもクラウドの効果を認識。

現場でのクラウドシステム活用にも力を入れていく

方針だ。

西松建設では、施工管理に携わる社員が

約 580 人おり、そのほとんどに iPad を配布して
いる。

「50 歳以上のベテラン社員も、iPad を使ったクラ
ウドベースでの活用が仕事でも有効だということ

がわかってくれているようです。今後、クラウド

と BIM を組み合わせた効率的な運用方法も、研究
していきたいと思います」と、木村氏は語った。

少子高齢化が進む日本では、これからの建設業も

以前より少ない人数で工事を行う必要がある。さ

らに顧客対応の重要性も年々増している。

西松建設では、オートデスクの BIM ソリューショ
ンを、効果のある部分に絞って徹底活用すること

で、現場の省人化と生産性向上を両立させていく

方針だ。

Navisworks による意匠、構造、設備を統合した干渉チェックにより、手戻りのない施工が可能になったBIM モデルをもとに作成した安全教育用VRコンテンツ
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